令和５年度　研究部予算の立案、経費の支出にあたって

１．研究部予算の立案について
(1)前年度事業の成果・課題に基づいて、新型コロナウイルスの感染状況等の変化にも柔軟に対
応できるように予算を編成する。次年度の研究大会役員・会計担当等にも助言を求めたい。
(2)科目間の予算流用は「３０％以内」を原則としている。昨年度の決算及び本年度予算の執行
　 状況を参照し、適正な配分となるように予算案を作成する。

２．研究大会
(1)大会主要役員の旅費
・令和4年度と同様の手順で、各研究部で旅費額を把握し、研究部費から支出する。不足の場
合は研究部からの求めに応じて本部会計から補助する。
(2)会場借料の補助
　　・会場借料が発生する研究部には、求めに応じて研究部費とは別に５万円を補助する。
(3)講師謝金
　　・講師謝金の上限額を県外講師は８万円、県内講師は５万円（いずれも税込み）とする。
　　・講師謝金は「本研究会の内規で、上限が税込みで８万円（県内は５万円）となっている。交
通費は別途で実費を支払う。」という言い方で、先方に理解してもらう。
　　・交通費は実費を支払う。（謝礼分を上乗せして支払うと、報酬として課税対象になる。）
(4)実践発表者・助言者（会員）の資料代
　　・「資料代」「原稿作成費」等の名前に変えての発表者・助言者に対する支払いは行わない。
・発表や助言に必要な書籍等を購入した場合は、「資料代」として５千円を上限に実費を支払う。
（その場合は書店等の領収書が必要）
(5)会員以外の助言者への謝金
　　・会員以外の助言者の謝金の上限額は１万円とする。交通費は別途で実費を支払う。
・指導主事には謝金を支払わない。ただし、２千円を上限に手土産の用意は可とする。
（その場合は店の領収書が必要）
(6)昼食費
　　・昼食の用意の対象は以下の来賓・講師・助言者で、一人1,000円以内とする。
来賓…開催地域の教育長、講師…講演会の講師・助手　※昼食が必要な場合のみ
助言者…会員・会員外を問わず分科会の助言者全員
３．調査研究活動
(1)児童・生徒が参加するコンクール・審査会・定着度調査等の事業
・研究部が提出した申請書に基づいて、「調査研究活動費」として本部会計より支給する。支給
された研究部は、年度末に決算報告を行う。
(2)上記(1)以外の事業･活動
　　・すべて研究部費から支出する。
[image: ]４．研究成果刊行
(1)静教研だより、研究冊子
・執筆者への執筆料は支払わない。ただし、執筆の資料となる書籍等を購入
した場合は、5千円を上限に実費を支払う。（書店等の領収書が必要）
(2)研究部報、実践集録等
・対応はすべて同上。
５．関係団体への負担金、研究会への参加費
(1)各研究部が納めている関係団体への負担金は、研究部が提出した申請書に基づいて、「研究部負
担金補助費」として本部会計より支給する。支給された研究部は、年度末に決算報告を行う。
(2)当該研究部の地域校長代表が、参加予定者の所属校の校長に事前に了解を取ってから、文書で
正式に参加を依頼する。その際、旅費の支出元の確認を忘れないこと。公費出張が難しい場
合は研究部費から支出するが、研究部予算に支障の生じないよう、十分に検討する。
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